
1904（明治37）年に「高等家政女学校」を前身として開校。2004（平成16）年に創立100周年を迎え、中学校・高等学校が男女共学となった。1号館は、学園最古の建築物であり、シンボル的な存在である。

水まわりの特長
改修の経緯
「京都文教中学校・高等学校」は、京都市左京区に位置する私立学校。1904（明治37）年、「高等家政女学校」を前身として開校。2004（平成16）年に創立100周年を迎え、中学校・高等学校が男女共学となった。このたびトイレ改修された1号館は、1934（昭和9）年に建築された学園最古の建築物であり、3Fに位置する瑠璃殿では毎年創立記念式が行われ、学校説明会などで保護者や来校者も利用する学園のシンボルタワーともいえる建築物である。今回の改修は、学校の洋式便器率が60％のため、一般家庭の水準に引き上げることを契機として実施。限られた空間の中で、適正器具数を見定めて生徒が不自由なく利用できることを念頭に、器具やブースのレイアウトの検討を重ねた。

水まわりの特長
広 と々したレイアウトに改修された2F女子トイレは、窓からの外光を活かした設計により、明るく温かみがあり、清潔感あふれる空間に変更。内装は、木の風情を大切にした1号館の特徴である「木目」をブース材に取り入れ、それ以外は白基調で統一することにより、ナチュラルかつ明るい印象となっている。さらに、改修前は、廊下の鏡で身だしなみチェックをする女子生徒の姿をよく見かけたことから、女子トイレ内にスタイリングコーナーを新設。4名が同時に利用でき、女子生徒からは高評価を得ている。また、改修前は掃除当番などの掲示物を壁面に直貼りしていたため、改修を機に、視線カットのために設けた間仕切り壁に掲示板を設置している。美しくなったトイレは、きれいに使おうという意識も高めている。

和式便器から洋式便器に、湿式清掃から乾式清掃に改修。器具数算定におけるレベル1を確保した上で、以前より器具数を減らし、ゆとりのある使いやすいレイアウトに変更。また、スタイリングコーナーを新設している。

建築概要
名称	 京都文教中学校・高等学校
所在地	 京都府京都市左京区岡崎円勝寺町5
施主	 京都文教中学校・高等学校
施工	 株式会社竹中工務店	京都支店
竣工年月	 （改修）2023年8月
敷地面積	 22,091.21㎡
建築面積	 1,020.40㎡
延床面積	 3,734.00㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地下1階、地上3階、塔屋1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BC
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524AY
棚付二連紙巻器：YH702／マーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）：MC60
台付自動水栓：TLE26SS1A／化粧鏡：YMK51K／全身鏡：YMK50K

改修前は、掃除当番などの掲示物を壁面に直貼りしていたため、改修を機に、視線カットのために設けた間仕切り壁を利用して、掲示板を設置している。改修前は、廊下の鏡で身だしなみチェックをしている女子生徒の姿をよく見かけたことから、利用しやすいように女子トイレ内にスタイリングコーナーを新設。4名が同時に利用でき、女子生徒からは高評価を得ている。洗面には、カウンターとボウルに継ぎ目がない一体形状で、清掃のしやすいマーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）を設置。さらに、衛生面に配慮して、非接触で使用できる自動水栓を採用している。

トイレ入口は、改修前のまま引戸を使用。すりガラスにより人の気配が把握でき、入退室の際の確認や衝突を防いでいる。トイレサインも改修前から引き継いで活用している。

改修前は、一部に和式便器が残っており、洋式便器率は60%であった。また、洗面コーナーの水せっけん容器の故障といった不具合も散見された。大便器は、連続洗浄が可能で掃除口付きのパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を設置。ウォシュレットのリモコンには、押すたびに発電して電源工事が不要のエコリモコンを採用している。「木」の風情を大切にしている1号館の特徴にあわせて、「木目」をブース材に取り入れた大便器コーナー。ブース材以外は白基調で統一することにより、ナチュラルかつ明るい空間となっている。

広 と々した開放感を感じさせるレイアウトに改修されたトイレは、洗面コーナーと大便器コーナー奥の窓を活かした外光を取り込む設計により、明るく温かみがあり、清潔感あふれる空間となっている。
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2F女子トイレ	全体 広 と々した開放感を感じさせるレイアウ
トに改修されたトイレは、洗面コーナー
と大便器コーナー奥の窓を活かした
外光を取り込む設計により、明るく温
かみがあり、清潔感あふれる空間と
なっている。

2F女子トイレ	
大便器コーナー

「木」の風情を大切にしている1号館
の特徴にあわせて、「木目」をブース
材に取り入れた大便器コーナー。ブー
ス材以外は白基調で統一することに
より、ナチュラルかつ明るい空間となっ
ている。

2F女子トイレ	
大便器ブース

大便器は、連続洗浄が可能で掃除口
付きのパブリックコンパクト便器・フラッ
シュタンク式を設置。ウォシュレットのリ
モコンには、押すたびに発電して電源
工事が不要のエコリモコンを採用して
いる。

2F女子トイレ	改修前 改修前は、一部に和式便器が残って
おり、洋式便器率は60%であった。ま
た、洗面コーナーの水せっけん容器
の故障といった不具合も散見された。

2F女子トイレ	入口 トイレ入口は、改修前のまま引戸を使
用。すりガラスにより人の気配が把握
でき、入退室の際の確認や衝突を防
いでいる。トイレサインも改修前から引
き継いで活用している。

2F女子トイレ	
洗面コーナー

洗面には、カウンターとボウルに継ぎ目
がない一体形状で、清掃のしやすい
マーブライトカウンター（ボウル一体タ
イプ）を設置。さらに、衛生面に配慮し
て、非接触で使用できる自動水栓を
採用している。

2F女子トイレ	
スタイリングコーナー

改修前は、廊下の鏡で身だしなみ
チェックをしている女子生徒の姿をよ
く見かけたことから、利用しやすいよう
に女子トイレ内にスタイリングコーナー
を新設。4名が同時に利用でき、女子
生徒からは高評価を得ている。

2F女子トイレ	掲示板 改修前は、掃除当番などの掲示物を
壁面に直貼りしていたため、改修を機
に、視線カットのために設けた間仕切
り壁を利用して、掲示板を設置してい
る。

建築概要
名称	 京都文教中学校・高等学校
所在地	 京都府京都市左京区岡崎円勝寺町5
施主	 京都文教中学校・高等学校
施工	 株式会社竹中工務店	京都支店
竣工年月	 （改修）2023年8月
敷地面積	 22,091.21㎡
建築面積	 1,020.40㎡
延床面積	 3,734.00㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地下1階、地上3階、塔屋1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BC
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524AY
棚付二連紙巻器：YH702／マーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）：MC60
台付自動水栓：TLE26SS1A／化粧鏡：YMK51K／全身鏡：YMK50K

2F女子トイレ図面
和式便器から洋式便器に、湿式清掃から乾式清掃に改修。器具数算定における
レベル1を確保した上で、以前より器具数を減らし、ゆとりのある使いやすいレイアウ
トに変更。また、スタイリングコーナーを新設している。

水まわりの特長
改修の経緯
「京都文教中学校・高等学校」は、京都市左京区に位置する私立学校。1904（明
治37）年、「高等家政女学校」を前身として開校。2004（平成16）年に創立100周
年を迎え、中学校・高等学校が男女共学となった。このたびトイレ改修された1号
館は、1934（昭和9）年に建築された学園最古の建築物であり、3Fに位置する瑠
璃殿では毎年創立記念式が行われ、学校説明会などで保護者や来校者も利用
する学園のシンボルタワーともいえる建築物である。今回の改修は、学校の洋式
便器率が60％のため、一般家庭の水準に引き上げることを契機として実施。限ら
れた空間の中で、適正器具数を見定めて生徒が不自由なく利用できることを念頭
に、器具やブースのレイアウトの検討を重ねた。

水まわりの特長
広 と々したレイアウトに改修された2F女子トイレは、窓からの外光を活かした設計
により、明るく温かみがあり、清潔感あふれる空間に変更。内装は、木の風情を大
切にした1号館の特徴である「木目」をブース材に取り入れ、それ以外は白基調で
統一することにより、ナチュラルかつ明るい印象となっている。さらに、改修前は、廊
下の鏡で身だしなみチェックをする女子生徒の姿をよく見かけたことから、女子トイ
レ内にスタイリングコーナーを新設。4名が同時に利用でき、女子生徒からは高評
価を得ている。また、改修前は掃除当番などの掲示物を壁面に直貼りしていたた
め、改修を機に、視線カットのために設けた間仕切り壁に掲示板を設置している。
美しくなったトイレは、きれいに使おうという意識も高めている。

外観 1904（明治37）年に「高等家政女学
校」を前身として開校。2004（平成16）
年に創立100周年を迎え、中学校・高
等学校が男女共学となった。1号館
は、学園最古の建築物であり、シンボ
ル的な存在である。
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